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林業普及指導運営事業 元気な産業 ○ S25 64 4 ○ 2,606 1,821 36 749 ○ ○ ○ ○ ○ 0

林業後継者育成等事業 元気な産業 ○ ○ S39 50 3 ○ 6,593 0 0 6,593 ○ ○ ○ ○ ○ 0

緑と花の県民運動推進事業（緑と花にあふれるふるさとをつくる運動） 元気な産業 ○ H22 4 4 ○ 15,018 0 500 14,518 ○ ○ ○ ○ 0

緑と花の県民運動推進事業（元気な森をつくる運動） 元気な産業 ○ ○ H22 4 2 ○ 3,379 0 0 3,379 ○ ○ ○ ○ 0

緑と花の県民運動推進事業（自然を知り伝える運動） 元気な産業 ○ H22 4 2 ○ 4,870 0 0 4,870 ○ ○ ○ ○ ○ △ 4,766

福井県森林・林業行政審議機関 元気な産業 ○ S26 63 1 ○ 242 0 0 242 ○ ○ 0

緊急森林整備事業 元気な産業 ○ ○ H21 5 1 ○ 2,007,807 0 2,001,430 6,377 ○ ○ ○ ○ ○ 0

県産材利用推進対策事業 元気な産業 ○ H6 20 1 ○ 105 0 0 105 ○ ○ ○ 0

県産材を活用したふくいの住まい支援事業 元気な産業 ○ H19 7 1 ○ 104,140 0 0 104,140 ○ ○ ○ ○ 0

ふくいブランド材供給拡大事業 元気な産業 ○ ○ H22 4 1 ○ 10,823 0 0 10,823 ○ ○ ○ 0

特用林産物産地強化対策事業 元気な産業 ○ H14 12 2 ○ 482 0 0 482 ○ ○ ○ ○ 0

国産材産業振興資金対策事業 元気な産業 ○ S54 35 1 ○ 82,775 0 82,500 275 ○ ○ 0

優良種苗確保対策事業 元気な産業 ○ ○ S14 75 3 ○ ○ 216 0 0 216 ○ ○ ○ ○ 0

地域森林育成支援事業 元気な産業 ○ H8 18 1 ○ 2,700 0 0 2,700 ○ ○ ○ 0

間伐材搬出拡大事業 元気な産業 ○ H24 2 1 ○ 70,700 0 0 70,700 ○ ○ 0

美しい森林景観再生事業 元気な産業 ○ H19 7 1 ○ 20,250 0 0 20,250 ○ ○ 0

コミュニティ林業支援事業 元気な産業 ○ H22 4 1 ○ 14,177 0 0 14,177 ○ ○ ○ 0

林業・木材産業構造改革推進事業 元気な産業 ○ S39 50 1 ○ 306 0 0 306 ○ ○ 0

試験研究費 元気な産業 ○ S33 56 5 ○ 3,745 500 0 3,245 ○ ○ ○ ○ ○ 0

育種園管理事業 元気な産業 ○ S44 45 1 ○ 2,643 0 0 2,643 ○ ○ ○ 0

種子採取事業 元気な産業 ○ S27 62 1 ○ 864 0 225 639 ○ ○ ○ 0

緑の相談所運営事業 元気な産業 ○ S56 33 1 ○ 9,368 0 627 8,741 ○ ○ ○ 0

花き園芸推進事業 元気な産業 ○ S55 34 1 ○ 13,671 0 432 13,239 ○ ○ ○ ○ 0

ジュニアフラワーサポーター養成支援事業 元気な産業 ○ H23 3 1 ○ 775 0 0 775 ○ ○ ○ 0

県産材のあふれる街づくり事業 元気な産業 ○ H23 3 1 ○ 6,600 0 0 6,600 ○ ○ ○ 0

木質バイオマス地域循環促進事業 元気な産業 ○ H24 2 1 ○ 941 0 0 941 ○ 0

県産材搬出機械化支援事業 元気な産業 ○ H23 3 1 ○ 3,750 0 0 3,750 ○ ○ ○ 0

地域を活かす特産品振興事業 元気な産業 ○ H23 3 1 ○ 5,439 0 0 5,439 ○ ○ ○ ○ △ 5,439

県産原木しいたけ生産拡大事業 元気な産業 ○ H23 3 1 ○ 2,500 0 0 2,500 ○ ○ ○ 0

森林組合等検査指導事業 ○ S46 43 1 ○ 360 0 0 360 ○ ○ 0

森林組合等経営基盤強化対策事業 ○ ○ H14 12 2 ○ 364 0 0 364 ○ ○ 0

森林整備担い手確保育成総合対策事業 ○ H8 18 6 ○ 17,558 210 0 17,348 ○ ○ ○ ○ 0

林業資金利子補給 ○ S47 42 1 ○ 2,587 0 0 2,587 ○ ○ ○ 0

林業労働安全衛生定着促進事業 ○ ○ S51 38 3 ○ 989 300 0 689 ○ ○ ○ ○ ○ 0

「林・建」協働体制モデル事業 ○ H24 2 3 ○ 4,344 0 0 4,344 ○ ○ ○ 0

豊かな森林・山村づくり推進事業 元気な産業 ○ H25 1 1 ○ 250 250 0 0 ○ 0

36 20 22 1 63 35 2 2,423,937 3,081 2,085,750 335,106 9 4 6 12 3 1 0 7 12 3 4 10 4 2 0 3 2 33 1 0 0 0 0 1 0 △ 10,205

事            業           名
事業
開始
年度

経過
年数

事業区分 事務区分 成果指標2結果分類  評 価 に 基 づ く 今 後 の 対 応

福井新々元気宣言
における位置付け

活動指標1結果分類 活動指標2結果分類

平成
25年度
予算額

 財源内訳同一
カルテ
内に
含ま
れる
事業
数

一般会計

平成２５年度事務事業評価結果(課・室)総括表

（単位：千円）県産材活用課

会計区分

課・室名

成果指標1結果分類



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

4 ■ ■ S25 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 64 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

2,396 2,846 1,972 2,844

2,396 2,846 3,784 2,844

2,396 2,846 3,784 2,844

3,000 3,000 0 0

1 1 1 0

42 32 31 31

44 46 52 52

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　

1,821

H23 副読本「福井の森を知ろう」を農林水産振興課の副読本「ふくいの農林水産
　　　業」と一本化

評価に基

づく今後

の 対 応

財源内訳

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源

36

2,606

749

活動

事業効果

の推移

実証課題数

普及指導生産者数成果

情報リーフレット配布数

区　　　　　　分

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

事業開始後の見直し状況

高性能林業機械数

計 画 の 達 成 状 況

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

平成

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

農林水産 県産材活用

事      業      名

法定受託事務

□

完　　了

□

□ □休　　止

終期の見直し

そ の 他廃　　止

指標

□

8.8%

拡　　充
　普及指導により林業者が安定した収入を得るための林産物の栽培技術の普及や効率的な木材生産につ
ながる高性能林業機械の導入が図られている。

平成25度予算額

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

□

見　直　し　額

■

□

継　　続

整理統合

ワサビ、ウド、カンタケ生産者数

2

　今後とも安定した林産物生産を目指した栽培技術の確立や効率的な木材生産を促進するための技術普
及や高性能林業機械等の導入を図っていく。

千　円

□ 縮　　減

補 助 金

その他

Ⅰ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

 〕　／　整備目標

目標値、指標の積算根拠等

△ 33.3%

4.6%

△ 9.0%

△ 50.0%

新しい方向をひらく農林水産業 そ の 他

事　業
開　始
年　度

〕　　　＝　　　〔

結果分類

特　記　事　項

指標

[事業目的]

　林業技術の改善、林業経営の合理化、森林の整備等を促進し、もって林業の振興を図る。

１　林業普及指導事業
　　　①普及指導職員の配置　②林業普及指導区の運営 ③種苗登録
２　普及職員研修事業
　　　林業普及指導員研修、準フォレスター研修
３　林業技術現地適応化促進事業
　　　森林林業に関する試験研究の成果の現地適応化を図る。（H25～27　本県の条件に適した列状間伐の実証）
４　林業普及情報活動システム化事業
　　　①技術情報等整理分析　②林業経営技術動向情報収集　③林業機械稼動実態調査

[予算額および指標の推移等]

25年度

9.0%

平均伸び率

0

2,606

（単位：千円）

林業普及指導運営事業 含まれる事業数

緑化・技術指導

国　庫

県　単

［事業内容］

部

元気な産業

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

実行予算

2,706 6.9%

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数

－ 1 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

3 □ ■ S39 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 50 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

7,394 7,423 7,346 6,897

7,394 7,423 7,346 6,897

7,087 7,048 7,158 6,481

15 6 19 20

5 5 5 5

4,136 3,990 4,043 4,054

108 106 108 112

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

林業後継者育成等事業 含まれる事業数

部 緑化・技術指導

事務区分
事業終了
予定年度

［事業内容］

指標

[事業目的]

　県民に対する森林・林業教育の推進、自主的な林業活動の促進・支援、指導林業者および専門的林業技術者の育成を通じて、森林の有する多面的機能の高度発揮に必要な知識と技術を備えた人材を育成し、多様で健全な森林の育成
を促進する。

１　林業研究グループ活動推進事業　･･･　優良林業技術研究活動への支援
２　林業士等活動促進事業　･･･　指導林業士および青年林業士活動促進
３　もり人づくり事業　･･･　森林林業体験（森林野外活動・林業体験学習等）、緑の少年団支援、リーダー研修（林業教室、ジュニアフォレストサポーター養成研修）

[予算額および指標の推移等]

25年度

6,593

（単位：千円）

17

経過年数

国　庫

県　単

その他

実行予算

補 助 金

そ の 他

元気な産業

新しい方向をひらく農林水産業

6,593

完　　了

千　円

2.7%120

見　直　し　額

□ そ の 他廃　　止整理統合

〕　　　＝　　　〔

特　記　事　項

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

休　　止

□□

□■ 継　　続

指導林業士、青年林業士数

計 画 の 達 成 状 況

指標

 〕　／　整備目標

□

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

平成

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

農林水産 県産材活用

事　業
開　始
年　度

事      業      名

Ⅱ

Ⅰ

Ⅳ

Ⅲ

目標値、指標の積算根拠等

ジュニアフォレストサポーター新規認定者数

法定受託事務

3

36.7%

平均伸び率

△ 2.8%

△ 2.8%

△ 2.8%

結果分類

□拡　　充

△ 10.0%

△ 0.6%

□ 終期の見直し

林業教室コース数

森林ボランティア数成果

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

活動 ＪＦＳ新規認定者数

　いろいろな体験や研修を通して、自主的な林業活動に取り組むグループや指導的林業者が育成されてい
る。

　県民による森林づくりを促すため、引き続き、体験や研修により、指導的林業者の育成、自主的に活動し
ているグループの活動強化を図る。
補助対象範囲の見直し等により効率的な事業の実施を図る。

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 6,593

H21～　緑のサポーター養成研修廃止（18～20　3ヵ年実施）

評価に基

づく今後

の 対 応

財源内訳

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成25年度予算額

6,593

区　　　　　　分

事業効果

の推移

－ 2 －
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■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

4 □ ■ H22 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ 26 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 4 年 □

　

2１年度 22年度 23年度 24年度

9,442 8,227 14,235

8,760 8,227 14,235

8,602 8,227 13,441

6 6 5

30 35 36

43,876 45,282 47,203

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 24 年度整備水準〔　　 年度　〔 78.3% 〕

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

指標

[事業目的]

　第60回全国植樹祭の開催を契機に展開してきた「緑と花のふるさとをつくる運動」を一過性のものとして終わらせることなく、永続的な運動として展開していくため、ポイント制度の創設など推進体制を整備するとともに、花や花木の植栽を通した美しい
景観を形成する運動を支援する。
（※推進体制の整備は、３つの県民運動共通）

１　緑と花の県民運動運営事業　　　　　　　　県民運動を円滑に実施するための協議会の設立・開催、ポイント制度の創設
２　素敵なガーデニングサポート事業　　　　　園芸専門家による講習会の開催、緑と花に関する相談体制の強化、アドバイザーの派遣などにより、ガーデニングの知識および技術の向上を図る
３　フラワーグリーンフェア開催事業　　　　　緑や花に関するイベントを開催し、森林整備の必要性、花づくり活動の機運醸成を図る
４　花いっぱい運動推進事業　　　　　　　　　花の植栽活動などの実践活動を通じて地域や家庭が花であふれるまちづくり推進を図る

[予算額および指標の推移等]

25年度

15,018

15,018

事      業      名

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度経過年数元気な産業

新しい方向をひらく農林水産業

国　庫

県　単

その他

26 〕　　　＝　　　〔

Ⅳ

Ⅰ

Ⅱ

△ 8.3%

47,000

千　円

□

□

完　　了所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

休　　止

整理統合

見　直　し　額

□ □

□ 終期の見直し

そ の 他廃　　止

　県民が緑や花にふれあえる機会の提供を通じて、県民による緑と花にあふれるふるさとづくり運動の機運
を高めることができた。

　園芸専門家による講習会を実績に基づき開催回数を見直すなど事業の効率化を図りながら、今後も各種
イベント開催を通じて、緑や花にあふれるふるさとづくり運動を展開していく。

計 画 の 達 成 状 況 ふくいの元気な森・元気な林業戦略

指標

9.8%

3.7%成果

■

60,000

特　記　事　項

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

平成

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

農林水産 県産材活用

事　業
開　始
年　度

緑と花の県民運動推進事業（緑と花にあふれるふるさとをつくる運動）

結果分類

部

実行予算

補 助 金

そ の 他

緑化・技術指導

（単位：千円）

21.9%

24.1%

29.5%

 〕　／　整備目標

目標値、指標の積算根拠等

□拡　　充

継　　続 □

平均伸び率

評価に基

づく今後

の 対 応

ガーデニング講習会開催回数

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

の推移

アドバイザー派遣回数

県民運動参加者数

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源

500

14,518

平成21年開催の全国植樹祭の関連事業として実施してきた事業等を整理
「花と緑にあふれるふるさと運動事業」は24年度に「花いっぱい運動推進事業」へ
名称変更

含まれる事業数

財源内訳

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成25年度予算額

15,018

区　　　　　　分

活動

事業効果

－ 3 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

2 □ ■ H22 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ 26 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 4 年 □

　

21年度 22年度 23年度 24年度

4,485 3,745 3,379

4,485 3,745 3,379

4,425 3,740 3,174

82 70 73

9 6 5

43,876 45,282 47,203

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 24 年度整備水準〔　　 年度　〔 78.3% 〕

　林業体験や森林学習、各種イベント等を通じて、引き続き、元気な森をつくる運動を展開していく。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
　県民が山に直接入る機会の提供を通じて、県民による元気な森をつくる運動の機運を高めることができ
た。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 3,379

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成25年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 3,379 平成21年開催の全国植樹祭の関連事業として実施してきた事業等を整理
「体験の森活動事業」は23年度を持って事業終了

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況 ふくいの元気な森・元気な林業戦略 47,000  〕　／　整備目標 26 60,000

指標

Ⅳ

の推移 成果 県民運動参加者数 3.7% Ⅱ

事業効果 指標 森林学習・体験会開催数 △ 25.0%

活動 木工教室開催数 △ 5.2% Ⅳ

3,379 △ 8.8%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 3,379 △ 8.8%

決 算 額 の 推 移 △ 15.3%

［事業内容］

１　木づかい運動推進事業　　　木工教室の開催、森林・林業に関する現地体験会等の開催により県産材にふれあう機会を創出
２　みどりと花の県民運動大会開催事業　　６月第１日曜日の「森づくりの日」に県民参加型の緑や花に関するイベントを開催し、県民運動への意識の高揚を図る

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 25年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移

[事業目的]

　第60回全国植樹祭の開催を契機に展開してきた「元気な森をつくる運動」を一過性のものとして終わらせることなく、永続的な運動として展開していくため、「木を使って植える」取組みなど森づくり活動の機会を提供する。

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

平成 自 治 事 務

経過年数

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け 新しい方向をひらく農林水産業 法定受託事務

部 県産材活用 緑化・技術指導

緑と花の県民運動推進事業（元気な森をつくる運動） 含まれる事業数
事 業
区 分

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

元気な産業 県　単 補 助 金

所　　属 農林水産

国　庫 実行予算

事務区分

その他 そ の 他

－ 4 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

2 □ ■ H22 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ 26 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 4 年 □

　

21年度 22年度 23年度 24年度

2,594 1,644 1,027

2,594 1,644 1,027

2,116 1,461 947

22 21 16

12 10 -

43,876 45,282 47,203

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 24 年度整備水準〔　　 年度　〔 78.3% 〕

　フットパス体験会やスタンプラリー等を通じて、引き続き効率的に、元気な森をつくる運動を展開していく。

見　直　し　額 △ 4,766 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
　県民が山や自然に親しむ機会の提供を通じて、県民による自然を知り伝える運動の機運を高めることが
できた。

■ 継　　続 □ 休　　止 ■ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 4,870

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成25年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 4,870 平成21年開催の全国植樹祭の関連事業として実施してきた事業等を整理
「山の恵みで健康づくり推進事業」は23年度を持って事業終了
（活動指標：平成24年度から山菜・きのこ研修会開催数も実施しない）
H25から「森林とのふれあい創出事業」としてフットパス、スタンプラリー、林道
ウォーク、ビューポイント整備を統合

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況 ふくいの元気な森・元気な林業戦略 47,000  〕　／　整備目標 26 60,000

指標

Ⅳ

の推移 成果 県民運動参加者数 3.7% Ⅱ

事業効果 指標 山菜・きのこ研修会開催数 - △ 16.7%

活動 フットパス体験会開催数 20 △ 1.1% Ⅲ

7,237 176.8%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 4,870 100.0%

決 算 額 の 推 移 △ 33.1%

［事業内容］

１　森林とのふれあい創出事業　　　　　フットパスや林道を活用したイベントの開催、またビューポイント整備の実施により、多くの人が山へ入るきっかけをつくり、森林とふれあう機会を創出
　（１）フットパスの推進
　（２）ふくいの名木・名花スタンプラリーの開催
　（３）林道を活用したイベントの開催
　（４）林道の景観等整備の実施

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 25年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移

[事業目的]

　第60回全国植樹祭の開催を契機に展開してきた「自然を知り伝える運動」を一過性のものとして終わらせることなく、永続的な運動として展開していくため、山や自然に親しむ活動の機会を提供する。

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

平成 自 治 事 務

経過年数

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け 新しい方向をひらく農林水産業 法定受託事務

部 県産材活用 緑化・技術指導

緑と花の県民運動推進事業（自然を知り伝える運動） 含まれる事業数
事 業
区 分

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

元気な産業 県　単 補 助 金

所　　属 農林水産

国　庫 実行予算

事務区分

その他 そ の 他
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ ■ S26 年度 □

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 63 年 ■

21年度 22年度 23年度 24年度

651 494 489 489

286 247 242 242

149 174 131 145

1 2 2 1

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

財源内訳

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成25年度予算額

242

区　　　　　　分

成果

審議会、各部会開催数

　県内の森林・林業・木材産業等の各界を代表する方からの高度な見識に基づく審議、意見が得られた。

　今後とも、政策立案上の審議の場として活用し、森林・林業行政の円滑な推進を図っていく。

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 242

拡　　充

評価に基

づく今後

の 対 応

□

そ の 他

完　　了

整理統合

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

活動

事業効果 指標

の推移

△ 6.3%

継　　続

目標値、指標の積算根拠等

 〕　／　整備目標

終期の見直し

□

見　直　し　額

縮　　減□

事 業
区 分

農林水産 県産材活用

事　業
開　始
年　度

部

特　記　事　項

■

廃　　止 □

計 画 の 達 成 状 況

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

平成

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

指標

千円

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□

休　　止

□

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数

□

Ⅰ

□

　本県の民有林における森林整備の方針や推進目標を定めるにあたり、知事からの諮問を受け、答申を行う機関を設置する。
　また、森林の保全や林業・木材産業・山村等の振興を図る上で重要な課題への取り組み等を県内関係各界からの委員により総合的な審議・提言を受け、森林･林業行政の円滑な推進を目的とする。

１　森林法第６８条に規定する森林審議会の開催
２　森林保全、林業振興、木材振興、山村振興の各部会の開催
　　　森林保全･･･林地開発や保安林、松くい虫に関すること
　　　林業振興･･･林業後継者や林業種苗、振興資金に関すること
　　　木材振興･･･振興資金や流通対策、県産材利用推進に関すること
　　　山村振興･･･林道整備や特用林産、緑化樹木の振興に関すること

[予算額および指標の推移等]

12.5%

△ 3.9%

0.9%

〕　　　＝　　　〔

結果分類
489

242

1

平均伸び率

福井県森林・林業行政審議機関 含まれる事業数

新しい方向をひらく農林水産業

［事業内容］

事      業      名

林政推進

元気な産業

その他

補 助 金

[事業目的]

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

25年度

国　庫

県　単

実行予算

そ の 他

（単位：千円）

－ 6 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ ■ H21 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ 26 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 ■ □ 5 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

0 824,038 807,707 631,434

396,189 755,914 807,183 287,376

241,789 530,989 807,183 263,905

164 1,042 1,387 52

5 4 3 7

5,212 5,205 5,011 4,040

43066 44,000 47,210 71,981

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成25年度予算額

2,007,807

区　　　　　　分

既存事業に追加して事業を実施することにより、さらなる森林整備の推進、間伐材の利用推進が図られ
た。

今後も、25年度末に積み増しされた基金を活用し、山ぎわの路網整備や間伐材加工施設の整備、木質バ
イオマス発電施設の整備等を推進する。

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源

2,001,430

6,377

平成23年度末に基金の積み増し(2,004,000千円)を実施
平成24年度末に基金の積み増し（272,146千円）を実施
平成25年度末に復興予算分（1,129,121千円）を返還
平成25年度末に基金の積み増し（1,987,000千円）を実施

評価に基

づく今後

の 対 応

財源内訳

活動

事業効果

の推移

間伐材加工施設整備箇所

県全体間伐面積（ha）成果

除間伐実施量（ha）

指標

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

4.3%

158.0%

34.8%

2,007,807

事      業      名

林政推進

 〕　／　整備目標

目標値、指標の積算根拠等

□拡　　充

継　　続

結果分類

縮　　減

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

平成

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

農林水産 県産材活用

事　業
開　始
年　度

□所属の

方　針
［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

□

△ 7.7%

20.6%

事業開始後の見直し状況

■

間伐材利用量（㎥）

計 画 の 達 成 状 況

指標

29.4%

廃　　止

□

□□

千　円見　直　し　額

休　　止

整理統合

完　　了

特　記　事　項

Ｈ21補正予算計上事業
決算額は翌年度に繰り越した金額を含まない

□

□ 終期の見直し
［活動指標、成果指標に対する評価］

そ の 他

〕　　　＝　　　〔

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅳ

157.4%

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数元気な産業

新しい方向をひらく農林水産業

国　庫

県　単

その他

緊急森林整備事業

[事業目的]

　国庫支出金を原資とする福井県緊急森林整備基金を財源として、「山ぎわ」および「公的分収林」における森林整備の推進ならびに木材加工施設等の整備、間伐材の流通円滑化による間伐材利用の推進を図る。

２　公的分収林緊急整備事業　　　　　　　県有林等の作業道等の整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８　協議会運営

４　間伐材加工施設整備事業　　　　　　　間伐材利用のための林業機械や加工施設等の整備

[予算額および指標の推移等]

25年度

889,188

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

平均伸び率

（単位：千円）

含まれる事業数

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

部

実行予算

補 助 金

そ の 他

－ 7 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ ■ H6 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ - 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 20 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

1,790 1,502 525 525

1,790 927 525 525

1,790 927 525 525

2 0 0 0

26.8 30.3 32.1 34.2

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

指標

[事業目的]

　積極的なＰＲ活動等きめ細やかな施策により、県産材の需要拡大を図る。

１　県産材利用情報ネットワーク整備事業(H6～）
　　　①県産材利用情報収集分析

[予算額および指標の推移等]

25年度

105

105

事      業      名

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数元気な産業

新しい方向をひらく農林水産業

国　庫

県　単

その他

〕　　　＝　　　〔

0 Ⅳ

Ⅰ

△ 100.0%

千　円

□

□

完　　了所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

休　　止

整理統合

見　直　し　額

□ □

□ 終期の見直し

そ の 他廃　　止

　積極的なＰＲ活動により、県産材需要拡大に寄与している。

　県産材の需要拡大を図るために、県産材の生産・供給に関する情報収集等の継続が必要であり、引き続
き、収集・分析・提供を行う。

計 画 の 達 成 状 況

指標

8.5%成果

■

特　記　事　項

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

平成

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

農林水産 県産材活用課

事　業
開　始
年　度

県産材利用推進対策事業

結果分類

部

実行予算

補 助 金

そ の 他

県産材住宅推進

（単位：千円）

△ 40.3%

△ 42.9%

△ 30.5%

 〕　／　整備目標

目標値、指標の積算根拠等

□拡　　充

継　　続 □

平均伸び率

評価に基

づく今後

の 対 応

生産技術講習会開催数

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

の推移 県産材使用率（％）

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 105

・安心と満足の福井材ふれあい事業の廃止（H18）
・ふくいの森とつながる家づくり推進事業を廃止（H20）し、そのうち県産材住宅供給に係る事
業を本事業に吸収
・優良材まつりへの支援廃止（H21)
・日本木材情報センターへの負担金廃止（H22)
・県産材利用推進に対する補助事業の廃止（H23）
・H25からは県内素材生産業者、製材業者等の動向調査については、県で実施

含まれる事業数

財源内訳

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成25年度予算額

105

区　　　　　　分

活動

事業効果

－ 8 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ □ H19 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ 26 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 7 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

40,250 82,250 102,550 82,280

40,250 82,250 102,550 81,830

39,525 52,952 90,827 69,756

257 182 226 217

129 187 109

26.8 30.3 32.1 34.2

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

指標

[事業目的]

　県産材を活用した優良な住宅の普及を促進するため、県産材リフォーム部材の費用の一部を助成するとともに、一定の要件を満たす木造住宅の取得に対し補助を行う。

１　県産材住宅の広報
　　　　広報等を通じ、県産材の良さを普及
２　県産材を活用したリフォームへの支援
　　　　県産材リフォーム部材の費用の一部を助成することにより、県産材の需要を開拓するとともに豊かな住環境を整備　　　補助金額：５～１５万円／件
３　県産材を活用した新築住宅への支援
　　　　県産材を４０％以上使用した在来工法による住宅の取得に対し補助　　　補助金額：２４年度申請・２５年度完成（省エネ含む）　敷地面積２００㎡以上　４５万円／戸、敷地面積２００㎡未満　３０万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５年度申請・２５年度完成（省エネ含まず）敷地面積２００㎡以上：３０万円／戸、敷地面積２００㎡未満：２０万円／戸

[予算額および指標の推移等]

25年度

84,740

104,140

事      業      名

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数元気な産業

新しい方向をひらく農林水産業

国　庫

県　単

その他

〕　　　＝　　　〔

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

△ 3.0%

千　円

□

□

完　　了所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

休　　止

整理統合

見　直　し　額

□ □

□ 終期の見直し

そ の 他廃　　止

　県産材住宅コーディネーターなどを中心に県産材が構造材や内装材等として利用され、新築・リフォーム
における住宅用部材としての理解が図られた。

　引き続き、住宅分野における県産材の需要喚起を図るとともに、県内での県産材の安定的な流通を促
し、県内建築士・工務店における利用を推進する。

計 画 の 達 成 状 況

指標

1.6%

8.5%成果

■

特　記　事　項

H21　事業名変更（従来は「ゆとりと安心の住まい支援事業」）

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

平成

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

農林水産 県産材活用

事　業
開　始
年　度

県産材を活用したふくいの住まい支援事業

結果分類

部

実行予算

補 助 金

そ の 他

県産材住宅推進

（単位：千円）

28.1%

34.0%

27.4%

 〕　／　整備目標

目標値、指標の積算根拠等

□拡　　充

継　　続 □

平均伸び率

評価に基

づく今後

の 対 応

県産材リフォーム助成住宅数

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

の推移

環境配慮型新築住宅への助成件数

県産材使用率（％）

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 104,140

H22～　住宅への県産材活用の更なる推進のため、土木部所管の新築補助に
　　　　関する予算を一括計上し、土木部との連携強化を図り事業実施
H25は24年度申請・25年度完了は省エネ含み、25年度申請・完了は省エネ含まず

含まれる事業数

財源内訳

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成25年度予算額

104,140

区　　　　　　分

活動

事業効果

－ 9 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ ■ H22 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ 26 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 4 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

1,022 3,753 10,917

1,022 3,753 10,917

690 3,697 4,597

1 0 1

0 1,949 2,343

30.3 32.1 34.2

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

指標

[事業目的]

　県内で生産される主伐材等を住宅用の部材として利用拡大するため、県産スギ材の良さを発揮する天然乾燥により生産される部材を「ふくいブランド材」と位置づけ、その安定供給体制の確立を目指す。

１　ブランド材供給体制整備
　（１）ブランド材供給を行う協議会の設立・体制整備への支援
　　　　　　①協議会の設立　　②製材所の協業化・ストックヤード整備・経営計画の指導　　③天然乾燥の技術支援　　④素材生産、工務店等との生産・利用協定締結への支援
　（２）ブランド材の供給対策支援　　　天然乾燥かかり増し経費への支援
　（３）品質管理技術開発（G.C試験研究）

[予算額および指標の推移等]

25年度

10,823

10,823

事      業      名

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数元気な産業

新しい方向をひらく農林水産業

国　庫

県　単

その他

〕　　　＝　　　〔

0

Ⅰ

Ⅰ

千　円

□

□

完　　了所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

休　　止

整理統合

見　直　し　額

□ □

□ 終期の見直し

そ の 他廃　　止

ふくいブランド材の生産組織の設立(ふくい県産材供給センター)により、ふくいブランド材の安定的な供給
が行われている。

製品の強度明示することで付加価値を高め、商談会等により販売促進を行う。

県産材使用率（％）

計 画 の 達 成 状 況

指標

20.2%

6.2%

成果

■

特　記　事　項

22年度設立：福井県産材供給センター（福井県木材市売協同組合）　福井市稲津町
24年度設立：福井県産材供給センター嶺南支部（若狭木材流通センター）　若狭町成
願寺

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

平成

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

農林水産 県産材活用

事　業
開　始
年　度

ふくいブランド材供給拡大事業

結果分類

部

実行予算

補 助 金

そ の 他

県産材住宅推進

（単位：千円）

152.4%

152.4%

230.1%

 〕　／　整備目標

目標値、指標の積算根拠等

□拡　　充

継　　続 □

平均伸び率

評価に基

づく今後

の 対 応

ブランド材生産協議会の設立

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

の推移 ふくいブランド材生産量（㎡）

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 10,823

含まれる事業数

財源内訳

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成25年度予算額

10,823

区　　　　　　分

活動

事業効果

－ 10 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

2 □ □ H14 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ 27 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 12 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

4,548 4,318 3,839 7,416

4,548 4,318 3,839 7,386

4,548 4,318 3,839 7,386

27 27 27 27

321 330 351 257

82 67 67 47

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

財源内訳

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成25年度予算額

482

区　　　　　　分

しいたけ生産量（ｔ）成果

消費促進PR活動回数

　量販店等での県産きのこＰＲ等により、生産量の安定供給が図られ、また生産技術研修等により品質向
上、良質きのこ生産が図られている。

　今後とも零細経営が多い県内きのこ、木竹炭生産者の経営安定を図るため、普及ＰＲ活動や生産技術研
修による需要拡大を促進していく。

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 482

拡　　充

Ｈ15～　消費者への安全安心提供による県産きのこ消費拡大を図るため、きのこトレーサビリティ導入を
推進
Ｈ16～　県産木酢液・竹酢液の生産技術支援・ＰＲ推進
H22～　ふくいのきのこ生産支援事業→しいたけ生産体制強化事業
　　　　　ふくいの炭生産後継者育成事業→ふくいの炭生産技術向上事業
H25～　しいたけ生産体制強化事業→しいたけ生産技術向上事業
　　　　　ふくいの炭生産技術向上事業→ふくいの炭販路拡大支援事業

評価に基

づく今後

の 対 応

□

そ の 他

完　　了

整理統合

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

活動

事業効果 指標

の推移

△ 4.1%

継　　続

△ 5.9%

△ 16.0%

目標値、指標の積算根拠等

 〕　／　整備目標

終期の見直し

□

見　直　し　額

縮　　減□

事 業
区 分

農林水産 県産材活用

事　業
開　始
年　度

部

量販店等での販売促進活動数

特　記　事　項

■

廃　　止 □

計 画 の 達 成 状 況

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

平成

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

指標

千　円

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□

休　　止

□

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数

□

Ⅳ

Ⅱ

Ⅳ

□

　消費者に対して、県産特用林産物の積極的なＰＲを図るとともに、生産者に対する技術指導、生産基盤や施設の整備を行い、需要拡大を図る。

１　しいたけ生産技術向上
       技術向上研修会の開催によるしいたけ生産技術の底上げ、販路開拓などの活動に対する支援
２　ふくいの炭販路拡大支援
 　　　隅生産技術の販路拡大、普及宣伝活動の実施に対する支援

[予算額および指標の推移等]

0.0%

木竹炭生産量（ｔ）

△ 4.3%

25.4%

〕　　＝　　　〔

結果分類
482

482

27

平均伸び率

特用林産物産地強化対策事業 含まれる事業数

新しい方向をひらく農林水産業

［事業内容］

事      業      名

緑化・技術指導

元気な産業

その他

補 助 金

[事業目的]

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

25年度

国　庫

県　単

実行予算

そ の 他

（単位：千円）

－ 11 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ □ S54 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 ■ ■ 35 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

206,185 206,185 206,185 127,925

205,697 205,576 205,500 127,500

205,697 205,576 205,500 127,500

139,750 39,750 39,700 9,650

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成25年度予算額

82,775

区　　　　　　分

　貸付実績は減少傾向にあるが、県内の木材事業者に対して、本資金による低利貸付が行われることで、
県産材の利用増加につながっている。

　木材需要の低迷等木材産業を取り巻く情勢が厳しい中、県産材の供給力向上、流通の円滑化を図るた
めに必要な資金であり、今後とも継続していく。

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源

82,500

275

（貸付枠）
Ｈ12　700百万円→650百万円　　　Ｈ13　650百万円→590百万円
Ｈ17　590百万円→545百万円　　　Ｈ18　545百万円→530百万円
Ｈ19　530百万円→518百万円       Ｈ20　518百万円→478百万円
Ｈ21　478百万円→421百万円       Ｈ22　421百万円→411百万円
H23　411百万円→280百万円　　　 H24　280百万円→220百万円

評価に基

づく今後

の 対 応

財源内訳

活動

事業効果

の推移 成果

貸付実績（千円）

指標

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

△ 18.3%

△ 18.3%

△ 12.7%

82,775

事      業      名

県産材住宅推進

 〕　／　整備目標

目標値、指標の積算根拠等

□拡　　充

継　　続

結果分類

縮　　減

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

平成

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

農林水産 県産材活用

事　業
開　始
年　度

□所属の

方　針
［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

■

事業開始後の見直し状況

□

計 画 の 達 成 状 況

指標

廃　　止

□

□□

千　円見　直　し　額

休　　止

整理統合

完　　了

特　記　事　項

□

□ 終期の見直し
［活動指標、成果指標に対する評価］

そ の 他

〕　　　＝　　　〔

Ⅳ△ 49.1%

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数元気な産業

新しい方向をひらく農林水産業

国　庫

県　単

その他

国産材産業振興資金対策事業

[事業目的]

　木材の生産および流通の合理化を促進し、木材供給の円滑化を図るため、木材の生産または流通を担う事業者に対し、その事業の合理化を推進するために必要な資金を低利で融資する制度により、木材関連産業の健全な発展に資する。

　国が農林漁業信用基金を通じて県に資金を貸し付け、県は当該貸付金と合わせこれと同額の資金を金融機関に預託し、金融機関は原資の一部とし、当該預託金の２～４倍の資金を低利で融通する。

[予算額および指標の推移等]

25年度

82,775

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

平均伸び率

（単位：千円）

含まれる事業数

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

部

実行予算

補 助 金

そ の 他

－ 12 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

3 □ ■ S14 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 75 年 ■

21年度 22年度 23年度 24年度

501 500 216 216

501 500 216 216

479 462 216 216

65 65 64 63

4 4 3 2

375 213 189 123

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

指標

[事業目的]

　優良な系統の種子を確保するとともに、苗木の供給体制、検査体制を確立し、優良な森林の形成を図る。

１　採取源整備事業
　　　普通母樹林の指定・調査
２　種苗表示証明制度運営事業
　　　法に基づく表示証明の適正な実施のための県運営協議会等の開催
３　林業用苗木検査事業
　　　山林種苗協同組合が自主的に実施する検査への助成

[予算額および指標の推移等]

25年度

216

216

事      業      名

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数元気な産業

新しい方向をひらく農林水産業

国　庫

県　単

その他

〕　　　＝　　　〔

Ⅲ

Ⅳ

Ⅳ

△ 1.0%

千　円

□

□

完　　了所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

休　　止

整理統合

見　直　し　額

□ □

□ 終期の見直し

そ の 他廃　　止

　品質系統が明らかな優良苗木を確保するため、苗木の規格、品質についての検査を行い、優良苗木の
安定供給が図られている。

　優良苗木の安定供給を図るため、引き続き生産苗木の検査を実施する。

計 画 の 達 成 状 況

指標

△ 19.4%

△ 29.8%成果

■

特　記　事　項

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

平成

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

農林水産 県産材活用

事　業
開　始
年　度

優良種苗確保対策事業

結果分類

部

実行予算

補 助 金

そ の 他

コミュニティ林業・担い手

（単位：千円）

△ 14.2%

△ 14.2%

△ 18.9%

 〕　／　整備目標

目標値、指標の積算根拠等

□拡　　充

継　　続 □

平均伸び率

評価に基

づく今後

の 対 応

採種源指定箇所数

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

の推移

苗畑調査面積（ha）

山行苗木供給量（千本）

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 216

H22終了　 林木次代検定林事業(234千円)

含まれる事業数

財源内訳

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成25年度予算額

216

区　　　　　　分

活動

事業効果

－ 13 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ □ H8 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ - 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 18 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

7,200 6,000 3,000 2,700

6,081 4,620 3,000 2,700

6,081 4,620 2,875 2,700

50 32 38 36

5,212 5,205 5,011 4,040

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

指標

[事業目的]

　造林補助事業で採択不可能な小規模の保育事業を実施することで、流域一体となった森林整備を図り、健全で活力のある森林整備を推進する。

　スギ、ヒノキの人工林の保育事業（造林補助事業で実施できない小規模人工造林地の保育）
　　（１）採択要件　　事業規模は１施行地0.1ha～
　　（２）事業内容　　①除間伐（Ⅲ～ⅩⅡ齢級）、②枝打ち（Ⅲ～ⅩⅡ齢級）

[予算額および指標の推移等]

25年度

2,700

2,700

事      業      名

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数元気な産業

新しい方向をひらく農林水産業

国　庫

県　単

その他

〕　　　＝　　　〔

Ⅳ

Ⅳ

△ 7.5%

千　円

□

□

完　　了所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

休　　止

整理統合

見　直　し　額

□ □

□ 終期の見直し

そ の 他廃　　止

　小規模な森林の整備に対する支援により、適切な森林整備に寄与している。

　事業実績に基づいた枝打ち面積等の見直しを行い、今後も国庫補助事業に該当しない小規模な森林の
整備に対する支援を実施していく。

計 画 の 達 成 状 況

指標

△ 7.7%成果

■

特　記　事　項

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

平成

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

農林水産 県産材活用

事　業
開　始
年　度

地域森林育成支援事業

結果分類

部

実行予算

補 助 金

そ の 他

コミュニティ林業・担い手

（単位：千円）

△ 19.2%

△ 17.3%

△ 22.6%

 〕　／　整備目標

目標値、指標の積算根拠等

□拡　　充

継　　続 □

平均伸び率

評価に基

づく今後

の 対 応

除間伐実施量（ha）

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

の推移 県全体間伐面積（ha）

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 2,700

～H13　16,400千円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H22　6,000千円
H14～H15　8,400千円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 H23　3,000千円
H16～H17　7,200千円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 H24～　2,700千円
H18～H19　4,200千円
H20～H21　7,200千円（高齢級間伐の追加）

含まれる事業数

財源内訳

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成25年度予算額

2,700

区　　　　　　分

活動

事業効果

－ 14 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ □ H24 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ 26 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 2 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

65,600

65,600

65,600

30

71,981

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成25年度予算額

70,700

区　　　　　　分

間伐材搬出において、採算が合いにくいB,C材に対して必要な経費を支援したことにより、間伐材の搬出量
が増加し、大規模工場等への間伐材の供給が実施できた。

引き続き、B,C材の間伐材搬出に対して支援を行うことにより、様々な県産材の需要に対し、間伐材を供給
していく。

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 70,700

H24のB,C材：51,000㎥（間伐材全体）×7割≒36,000㎥
H25のB,C材：55,000㎥（間伐材全体）×7割≒39,000㎥

評価に基

づく今後

の 対 応

財源内訳

活動

事業効果

の推移 間伐材利用量（m3）成果

コミュニティ林業(延べ数)

指標

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

7.8%

7.8%70,700

事      業      名

県産材住宅推進

 〕　／　整備目標

目標値、指標の積算根拠等

□拡　　充

継　　続

結果分類

縮　　減

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

平成

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

農林水産 県産材活用

事　業
開　始
年　度

□所属の

方　針
［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

■

事業開始後の見直し状況

□

計 画 の 達 成 状 況

指標

廃　　止

□

□□

千　円見　直　し　額

休　　止

整理統合

完　　了

特　記　事　項

□

□ 終期の見直し
［活動指標、成果指標に対する評価］

そ の 他

〕　　　＝　　　〔

40 Ⅰ33.3%

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数元気な産業

新しい方向をひらく農林水産業

国　庫

県　単

その他

間伐材搬出拡大事業

[事業目的]

　間伐対象林において、間伐未実施材を含めた積極的な搬出間伐を行うにあたり、間伐材の搬出に対する必要経費の支援を通じ
　間伐材の搬出拡大を図る。

　1.間伐材搬出の支援
　　間伐材搬出において採算性が合わないB.C材に対して必要経費を支援
　2.中間土場整備の支援
　　間伐搬出量が前年度より増加した事業実施者を対象に、その増加量に応じた中間土場の整備経費を支援。

[予算額および指標の推移等]

25年度

70,700

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

平均伸び率

（単位：千円）

含まれる事業数

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

部

実行予算

補 助 金

そ の 他

－ 15 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ □ H19 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ 28 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 7 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

54,000 48,600 48,600 20,250

54,000 48,600 48,600 20,250

54,000 48,600 48,600 19,910

266 245 100 79

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

指標

[事業目的]

　自然災害や松くい虫被害等により機能が低下している森林（山ぎわ）の機能回復を図るため、花木などの広葉樹等を植栽し、本県の美しい森林景観を再生する。

　景勝地等を中心に、花木などの広葉樹等の植栽および景観を阻害する不用木の除去
　　　・森林再生区域　１００ha
　事業主体　　市町（県9/10、市町1/10）

[予算額および指標の推移等]

25年度

20,250

20,250

事      業      名

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数元気な産業

新しい方向をひらく農林水産業

国　庫

県　単

その他

〕　　　＝　　　〔

Ⅳ

千　円

□

□

完　　了所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

休　　止

整理統合

見　直　し　額

□ □

□ 終期の見直し

そ の 他廃　　止

　景勝地を中心に、花木等の植栽による景観の再生が図られた。

　今後も松くい虫被害面積や雪害面積等の被害実績に基づいた事業の見直しを行いながら、本県有数の
景勝地を中心に、市町との連携のもと森林の景観再生を進める。

計 画 の 達 成 状 況

指標

△ 17.0%成果

■

95

特　記　事　項

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

平成

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

農林水産 県産材活用

事　業
開　始
年　度

美しい森林景観再生事業

結果分類

部

実行予算

補 助 金

そ の 他

コミュニティ林業・担い手

（単位：千円）

△ 17.1%

△ 17.1%

△ 23.0%

 〕　／　整備目標

目標値、指標の積算根拠等

□拡　　充

継　　続 □

平均伸び率

評価に基

づく今後

の 対 応

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

の推移 森林再生区域面積(ha)

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 20,250

含まれる事業数

財源内訳

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成25年度予算額

20,250

区　　　　　　分

活動

事業効果

－ 16 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ □ H22 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ 26 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 4 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

14,500 17,675 14,500

8,700 22,059 13,815

4,076 22,059 13,815

10 10 10

600 8,096 21,976

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 24 年度整備水準〔　　 年度　〔 60% 〕

県内における計画的・効率的な森林整備・木材生産が可能となるよう、引き続き、県内各地における地域
木材生産組合の設立を目指す。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
集落が一体となった地域木材生産組合が設立され、今後、計画的・効率的な木材生産をはじめとする森林
整備が期待できる。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 14,177

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成25年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 14,177

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況 ふくいの元気な森・元気な林業戦略 30  〕　／　整備目標 26 50

指標

の推移 成果 木材生産量（㎥） 710.4% Ⅰ

事業効果 指標

活動 地域木材生産組合の設立 10 0.0% Ⅱ

14,177 0.6%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 14,177 39.6%

決 算 額 の 推 移 201.9%

［事業内容］

１　組織づくりへの支援
　　　地域木材生産組合の設立、木材生産計画の策定（森林の簡易な評価、所有者の意向把握、経費の精算方法の取り決め、川下との出荷協定など）、
　　　合意形成活動（木材生産計画策定に向けた合意形成等）への支援
２　基盤づくりへの支援
　　　施設整備（伐出した木材をストック、選別するための林内土場の設置等）への支援
　　　森林整備（景観の向上や獣害対策のために行う人工林の下枝払い等）への支援
　　　作業道管理（既設作業道の管理等）への支援

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 25年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移

[事業目的]

　集落を単位とした組織化を図ることにより、集落の所有者が協力しながら、計画的、効率的な木材生産を行い、山ぎわの景観保全など総合的に森林整備を進める。

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

平成 自 治 事 務

経過年数

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け 新しい方向をひらく農林水産業 法定受託事務

部 県産材活用 コミュニティ林業・担い手

コミュニティ林業支援事業 含まれる事業数
事 業
区 分

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

元気な産業 県　単 補 助 金

所　　属 農林水産

国　庫 実行予算

事務区分

その他 そ の 他
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ □ S39 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 50 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

306 306 306 306

306 306 306 306

306 306 306 306

2 2 2 2

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

指標

[事業目的]

　林業・木材産業構造改善事業の円滑かつ適正な推進を図る。

１　普及促進事業
　　　研修会、協議会の開催
２　経営管理指導事業
　　　現地指導、経営管理専任指導員研修会への出席
３　経営確立指導事業
　　　次年度に事業実施を希望する地域に対し、効率的な利用・運営が図られるよう指導する。

[予算額および指標の推移等]

25年度

306

306

事      業      名

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数元気な産業

新しい方向をひらく農林水産業

国　庫

県　単

その他

〕　　　＝　　　〔

Ⅱ0.0%

千　円

□

□

完　　了所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

休　　止

整理統合

見　直　し　額

□ □

□ 終期の見直し

そ の 他廃　　止

　研修会、協議会の開催および指導により、全体計画を円滑に進めている。

　林業・木材産業構造改革事業を円滑かつ有効に推進していくため、継続していく。

計 画 の 達 成 状 況

指標

成果

■

特　記　事　項

林業・木材産業構造改善事業（準公共）の円滑かつ的確な推進を図るための会議費、
指導事務費である。

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

平成

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

農林水産 県産材活用

事　業
開　始
年　度

林業・木材産業構造改革推進事業

結果分類

部

実行予算

補 助 金

そ の 他

県産材住宅推進

（単位：千円）

0.0%

0.0%

0.0%

 〕　／　整備目標

目標値、指標の積算根拠等

□拡　　充

継　　続 □

平均伸び率

評価に基

づく今後

の 対 応

協議会、研修会開催数

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

の推移

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 306

含まれる事業数

財源内訳

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成25年度予算額

306

区　　　　　　分

活動

事業効果
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

5 □ ■ S33 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 ■ □ 56 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

8,430 16,330 11,872 3,426

26,749 13,421 9,066 3,426

26,749 13,421 9,061 3,371

11 7 7 6

5 2 3 1

2 2 3 4

108 81 90 106

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成25年度予算額

3,745

500

区　　　　　　分

　「福井県農林水産試験研究評価システム」により評価を行う。

　研究課題の選定にあたり地域のニーズを的確に把握し、実用的な技術開発を行う。

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 3,245

評価に基

づく今後

の 対 応

財源内訳

活動

事業効果

の推移

終了課題数

外部発表数成果

研究課題数

指標

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

1.1%

△ 33.8%

△ 48.4%

3,745

事      業      名

緑化・技術指導

 〕　／　整備目標

目標値、指標の積算根拠等

□拡　　充

継　　続

結果分類

縮　　減

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

平成

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

農林水産 県産材活用

事　業
開　始
年　度

□所属の

方　針
［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

142

■

4 20.8%

9.5%

事業開始後の見直し状況

□

発表会参加者数

計 画 の 達 成 状 況

指標

55.8%

廃　　止

□

□□

千　円見　直　し　額

休　　止

整理統合

完　　了

特　記　事　項

これまでの主要な研究成果は次のとおり〔（　）内は試験研究期間〕
・越前カンタケの品種登録（平成元年～3年）→県内各地で栽培
・クマ剥ぎ被害防止技術開発（平成12年～14年）→若狭地区で広く実施
・巨大ウドの選抜（平成14年～15年）→県内各地で栽培
・県産スギ材の強度性能試験（平成14年～17年）→住宅分野への活用

□

□ 終期の見直し
［活動指標、成果指標に対する評価］

そ の 他

〕　　　＝　　　〔

8

4

Ⅰ

Ⅲ

Ⅰ

Ⅰ

△ 4.3%

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数元気な産業

新しい方向をひらく農林水産業

国　庫

県　単

その他

試験研究費

[事業目的]

　林業、木材産業、特用林産物等に関する試験研究を行い、実用技術を開発する。

１　森林育成・保護に関する研究
　　　①シカの侵入を防ぐ新型フレームの開発と樹皮剥き被害対策による枝条巻き等の実証　　②松くい虫抵抗性マツ菌の健全化生産技術の開発   ③針広混交林化に向けた天然更新の予測技術の開発
２　木材に関する研究
　　　①天然乾燥材の品質を高める前処理技術の開発　②県産スギを用いた熱処理内装材の開発
３　特用林産物に関する研究
　　　①きのこ遺伝資源の継代培養

[予算額および指標の推移等]

25年度

3,745

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

平均伸び率

（単位：千円）

含まれる事業数

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

部

実行予算

補 助 金

そ の 他
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ ■ S44 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 45 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

4,377 2,821 2,779 3,022

4,377 2,821 2,779 3,022

3,277 2,821 2,776 3,020

28,837 28,837 28,837 28,837

147 70 59 38

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成25年度予算額

2,643

区　　　　　　分

　林木育種園の適正な管理が行われ、優良種苗の育成が図られている。

　将来の造林面積見込みに対応するため、１６年度から２０年度にかけて、林木育種園を大野市に集約化
した。今後も種苗の安定的供給のため、引き続き育種園での苗木養成を行う。

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 2,643

平成16年度～ 林木育種園の１箇所（大野市篠座）への集約
平成20年度で越前市丸岡町借地（8.66ha）返地
平成24年度から小浜市下根来（1.02ha）県有林として管理

評価に基

づく今後

の 対 応

財源内訳

活動

事業効果

の推移 民有林造林面積（ha）成果

育種母樹数（スギ、ヒノキ、マツ）

指標

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

△ 10.2%

△ 10.2%

△ 2.2%

2,643

事      業      名

緑化・技術指導

 〕　／　整備目標

目標値、指標の積算根拠等

□拡　　充

継　　続

結果分類

縮　　減

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

平成

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

農林水産 県産材活用

事　業
開　始
年　度

□所属の

方　針
［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

■

△ 34.6%

事業開始後の見直し状況

□

計 画 の 達 成 状 況

指標

廃　　止

□

□□

千　円見　直　し　額

休　　止

整理統合

完　　了

特　記　事　項

□

□ 終期の見直し
［活動指標、成果指標に対する評価］

そ の 他

〕　　　＝　　　〔

28,837 Ⅱ

Ⅳ

0.0%

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数元気な産業

新しい方向をひらく農林水産業

国　庫

県　単

その他

育種園管理事業

[事業目的]

　優良な種子、苗木を供給するため採種園、採穂園における育種母樹林（林木育種園）を適正に管理し、優良種苗の安定供給を図る。

１　林木育種園の管理運営
　　　　採種園１．９５ｈａ（大野市篠座、小浜市下根来）、採穂園（大野市篠座、越前市丸岡町）５．１５ｈａ
２　育種苗木の養成
　　　　優良クローン苗木の養成、欠損母樹の補充

[予算額および指標の推移等]

25年度

2,643

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

平均伸び率

（単位：千円）

含まれる事業数

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

部

実行予算

補 助 金

そ の 他

－ 20 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ ■ S27 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 62 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

1,071 1,079 1,076 985

1,071 1,079 1,076 985

1,071 1,079 1,072 985

34 32 32 28

147 70 59 38

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

指標

[事業目的]

　林業種苗法に基づき、指定採種源から優良な種子を採種し、造林地へ安定供給を図るとともに、災害時のための保存をすることで、森林の質的な向上を図る。

　優良母樹から種子を採種する。
　　　Ｈ２５種子採取量　　２６ｋｇ（スギ２２ｋｇ　ヒノキ４ｋｇ）

[予算額および指標の推移等]

25年度

864

864

事      業      名

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数元気な産業

新しい方向をひらく農林水産業

国　庫

県　単

その他

〕　　　＝　　　〔

26 Ⅳ

Ⅳ

△ 6.4%

千　円

□

□

完　　了所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

休　　止

整理統合

見　直　し　額

□ □

□ 終期の見直し

そ の 他廃　　止

　優良種苗の安定的な供給が図られている。

　森林の質的向上と造林地への適切な樹苗供給のため、長期計画に基づく優良種苗の安定供給にむけ、
今後も継続的に事業を実施していく。

計 画 の 達 成 状 況

指標

△ 34.6%成果

■

特　記　事　項

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

平成

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

農林水産 県産材活用

事　業
開　始
年　度

種子採取事業

結果分類

部

実行予算

補 助 金

そ の 他

緑化・技術指導

（単位：千円）

△ 5.1%

△ 5.1%

△ 2.7%

 〕　／　整備目標

目標値、指標の積算根拠等

□拡　　充

継　　続 □

平均伸び率

評価に基

づく今後

の 対 応

種子採取量（kg）

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

の推移 民有林造林面積（ha）

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源

225

639

含まれる事業数

財源内訳

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成25年度予算額

864

区　　　　　　分

活動

事業効果
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ ■ S56 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 33 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

11,348 9,849 9,843 9,793

11,340 9,849 9,828 9,544

10,953 9,849 9,826 9,378

3,360 2,112 1,780 1,978

997 1,167 911 1,067

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成25年度予算額

9,368

区　　　　　　分

　毎年度多くの緑に関する多様な相談を受けており、今後とも相談応対、緑と花の教室の開催によりこれら
のニーズに対応する必要がある。

　幅広い年齢層に興味が持たれるカリキュラムを検討しながら、今後とも県民に対する緑化の普及啓発に
努める。

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源

627

8,741

Ｈ１３　緑の相談（土日）の外部委託
Ｈ１４　盆栽展示場管理育成業務の外部委託
H24　「みどりの教室」から「緑と花の教室」に名称変更

評価に基

づく今後

の 対 応

財源内訳

活動

事業効果

の推移 緑と花の教室参加者数成果

相談件数

指標

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

△ 3.0%

△ 4.5%

△ 5.0%

9,368

事      業      名

緑化・技術指導

 〕　／　整備目標

目標値、指標の積算根拠等

□拡　　充

継　　続

結果分類

縮　　減

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

平成

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

農林水産 県産材活用

事　業
開　始
年　度

□所属の

方　針
［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

■

1,192 6.0%

事業開始後の見直し状況

□

計 画 の 達 成 状 況

指標

廃　　止

□

□□

千　円見　直　し　額

休　　止

整理統合

完　　了

特　記　事　項

□

□ 終期の見直し
［活動指標、成果指標に対する評価］

そ の 他

〕　　　＝　　　〔

Ⅳ

Ⅰ

△ 13.9%

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数元気な産業

新しい方向をひらく農林水産業

国　庫

県　単

その他

緑の相談所運営事業

[事業目的]

　緑化の知識や樹木養成技術の習得の場として、相談・指導を実施するとともに、展示ホールの開設や緑と花の教室の開催により、広く県民に対して、緑化の普及啓発を図る。

１　緑の相談員の配置
２　「緑と花の教室」の開催
３　盆栽展示場の管理育成

[予算額および指標の推移等]

25年度

9,974

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

平均伸び率

（単位：千円）

含まれる事業数

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

部

実行予算

補 助 金

そ の 他
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ ■ S55 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 34 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

15,349 14,357 13,828 13,727

13,748 14,357 13,850 13,749

13,748 14,357 13,713 13,608

4,542 4,093 3,309 10,910

889 631 540 580

155,848 157,419 143,694 140,690

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成25年度予算額

13,671

区　　　　　　分

　花きの展示や相談を通じて、花卉に関する普及啓発が図られている。

　花き栽培に対する多様化する相談に対応し、県民に信頼される花卉についての指導拠点として、質的充
実を図る。

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源

432

13,239

評価に基

づく今後

の 対 応

財源内訳

活動

事業効果

の推移

花卉相談件数

グリーンセンター入場者数成果

展示株数

指標

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

△ 2.9%

△ 0.1%

△ 0.3%

13,671

事      業      名

緑化・技術指導

 〕　／　整備目標

目標値、指標の積算根拠等

□拡　　充

継　　続

結果分類

縮　　減

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

平成

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

農林水産 県産材活用

事　業
開　始
年　度

□所属の

方　針
［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

■

△ 3.3%

事業開始後の見直し状況

□

計 画 の 達 成 状 況

指標

△ 12.0%

廃　　止

□

□□

千　円見　直　し　額

休　　止

整理統合

完　　了

特　記　事　項

□

□ 終期の見直し
［活動指標、成果指標に対する評価］

そ の 他

〕　　　＝　　　〔

Ⅰ

Ⅳ

Ⅲ

66.9%

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数元気な産業

新しい方向をひらく農林水産業

国　庫

県　単

その他

花き園芸推進事業

[事業目的]

　花き、園芸に関する普及啓発、栽培技術指導

１　花き管理人の配置
２　展示温室、育成温室、苗畑等の管理運営
３　花き園芸に対する指導相談

[予算額および指標の推移等]

25年度

13,637

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

平均伸び率

（単位：千円）

含まれる事業数

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

部

実行予算

補 助 金

そ の 他
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ ■ H23 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ 26 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 3 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

890 775

890 775

840 756

65 84

2 5

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

事業の効率化、経費の節減を図りながら、ジュニアフラワーサポーターの活動を通じ、家庭や地域の花活
動の推進していく。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
「花育」の講習会や花の育成を通じて、子ども達の花を愛する気持ちを高めることができた。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 775

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成25年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 775

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

指標

の推移 成果 サポーターによる活動地域 5 75.0% Ⅰ

事業効果 指標

活動 ジュニアフラワーサポーター養成数 70 6.3% 年間50人 Ⅰ

775 △ 6.5%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 775 △ 6.5%

決 算 額 の 推 移 △ 10.0%

［事業内容］

○　ジュニアフラワーサポーターの養成
　　・対象者　緑の少年団、ボーイスカウト、ガールスカウト
　　・花育士等による花育講習会の開催
　　・花卉農家等で職場体験を通じた花育実習の開催

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 25年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移

[事業目的]

　子供達を対象とした「花育」の講習会を開催し、花や緑の活動の将来を担う後継者を養成し、家庭や地域が花であふれるようなふるさとづくりを推進

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

平成 自 治 事 務

経過年数

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け 新しい方向をひらく農林水産業 法定受託事務

部 県産材活用 緑化・技術指導

ジュニアフラワーサポーター養成支援事業 含まれる事業数
事 業
区 分

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

元気な産業 県　単 補 助 金

所　　属 農林水産

国　庫 実行予算

事務区分

その他 そ の 他
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ □ H23 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ 26 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 3 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

8,000 8,000

8,000 8,000

5,796 4,541

27 19

54 51

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

今後も、商業施設、店舗等における県産材利用を推進し、需要拡大を図る。
また、平成26年度から民間公共施設の内装木質化に対する支援を図る。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
商業施設や店舗等の見える部分に県産材を使用することにより、県産材の良さと活用の意義を県民に広く
ＰＲし、需要拡大を図っている。

□ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

■ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 6,600

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成25年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 6,600

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

指標

の推移 成果 店舗等に使用される県産材(原木使用量m3) △ 5.6% Ⅳ

事業効果 指標

活動 県産材を使用した店舗等のリフォーム数 △ 29.6% Ⅳ

6,600 △ 8.8%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 6,600 △ 8.8%

決 算 額 の 推 移 △ 21.7%

［事業内容］

１　県産材を活用した商業施設や店舗等のリフォームへの支援
　　　外壁、床等「見える場所」での県産材を利用したリフォームに対して費用の一部を助成する。
　　　補助金額：５～２５万円／件

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 25年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移

[事業目的]

　県産材を活かした商業施設や店舗等のリフォームを支援し、県産材の良さを広く県民に広め、県産材の利用を推進

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

平成 自 治 事 務

経過年数

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け 新しい方向をひらく農林水産業 法定受託事務

部 県産材活用 県産材住宅推進

県産材のあふれる街づくり事業 含まれる事業数
事 業
区 分

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

元気な産業 県　単 補 助 金

所　　属 農林水産

国　庫 実行予算

事務区分

その他 そ の 他
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ □ H24 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ 27 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 2 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

531

531

529

2

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成25年度予算額

941

区　　　　　　分

　森林所有者を対象に未利用間伐材を安価に搬出する技術の習得や薪に加工する技術の研修を行った。
この結果、森林所有者が薪の生産に関心を持つようになった。

今後も、薪生産団体が薪生産活動を行うことで、周辺に取組が拡大し、地域内での木質バイオマスの循環
利用を図っていく。

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 941

平成25年度から名称変更（「木質バイオマス地域循環実証事業」→「木質バイオマ
ス地域循環促進事業」）

評価に基

づく今後

の 対 応

財源内訳

活動

事業効果

の推移 成果

林地残材を搬出する団体数

指標

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

77.2%

77.2%941

事      業      名

県産材住宅推進

 〕　／　整備目標

目標値、指標の積算根拠等

□拡　　充

継　　続

結果分類

縮　　減

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

平成

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

農林水産 県産材活用

事　業
開　始
年　度

□所属の

方　針
［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

■

事業開始後の見直し状況

□

計 画 の 達 成 状 況

指標

廃　　止

□

□□

千　円見　直　し　額

休　　止

整理統合

完　　了

特　記　事　項

□

□ 終期の見直し
［活動指標、成果指標に対する評価］

そ の 他

〕　　　＝　　　〔

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数元気な産業

新しい方向をひらく農林水産業

国　庫

県　単

その他

木質バイオマス地域循環促進事業

[事業目的]

　再生可能な森林資源の利用拡大による低炭素社会の実現と山林地域の産業創出を図るため山林地域において間伐材等の未利用な林地残材を搬出する自材林家や
　ボランティア等を新たに育成し、生産および供給された木質燃料を薪として利用システムの構築に対して支援する。

　１．薪生産団体育成
　　　　林地残材搬出研修会の開催（５地区）
　２．育成した団体に対する支援（２団体）
　　　　林地残材収集搬出にかかる機械購入支援（補助率１／２）

[予算額および指標の推移等]

25年度

941

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

平均伸び率

（単位：千円）

含まれる事業数

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

部

実行予算

補 助 金

そ の 他
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ □ H23 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ 26 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 3 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

3,750 3,750

3,750 3,750

2,647 3,750

9 6

47,210 71,981

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

その他 そ の 他

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

元気な産業 県　単 補 助 金

所　　属 農林水産

法定受託事務

部 県産材活用 県産材住宅推進

県産材搬出機械化支援事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

事務区分

[事業目的]

　低コスト林業に取り組む素材生産者が高性能林業機械を利用する際の経費を助成し、間伐材等の利用を促進

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

平成 自 治 事 務

経過年数

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け 新しい方向をひらく農林水産業

［事業内容］

１　高性能林業機械のレンタル経費への支援(1業者3箇月以内)

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 25年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移

Ⅰ

3,750 0.0%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 3,750 0.0%

決 算 額 の 推 移 41.7%

活動 高性能林業機械のレンタル件数 9 8.3%

の推移 成果 間伐材利用量(m3) 52.5% Ⅰ

事業効果 指標

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成25年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 3,750

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 3,750

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
高性能林業機械のレンタル経費に支援することにより、搬出コストの低減が図られ、間伐材の搬出量が増
加している。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

今後も、高性能林業機械のレンタル経費に支援を行うことにより、県産材の需要に対し、間伐材等を供給し
ていく。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ □ H23 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ 26 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 3 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

900 3,730

900 3,730

770 3,111

2 6

500 640

10 10

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

その他 そ の 他

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

元気な産業 県　単 補 助 金

所　　属 農林水産

法定受託事務

部 県産材活用 緑化・技術指導

地域を活かす特産品振興事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

事務区分

[事業目的]

　地域の資源である特産品を伝統技術の伝承により再興し、地域の活性化を推進

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

平成 自 治 事 務

経過年数

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け 新しい方向をひらく農林水産業

［事業内容］

１　地域で活動を行う団体への支援
　　　補助内容　商品開発等に向けた調査、基盤整備等
　

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 25年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移

Ⅰ

5,763 184.5%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 5,439 180.1%

決 算 額 の 推 移 304.0%

活動 特産品の再興に取り組む地域数 7 108.3%

の推移 成果 生産量の拡大(くず  ㎏) 700 18.7% Ⅰ

事業効果 指標

指標 生産量の拡大(竹  束) 10 0.0% Ⅱ

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成25年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 5,439 24年度「森林の特産品再興事業」から名称変更

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 5,439

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
学習会や商品開発に向けた調査、イベントでのＰＲ等により伝統技術の伝承と地域資源の利用促進が図ら
れている。

□ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

今後も、農山村地域の活性化を図るため、特用林産物の生産加工技術の伝承や新商品の開発、イベントでのＰ
Ｒ等を通じ、特産品の再興を目指す。
茶やナツメなど特用林産物以外の地域に根付いた工芸作物も含めて振興していく。
26年度から園芸畜産課の新規事業と整理統合

見　直　し　額 △ 5,439 千　円

■ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他
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■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ □ H23 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ 26 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 3 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

2,500 2,500

2,500 2,500

2,500 2,500

50,000 50,000

449 818

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

その他 そ の 他

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

元気な産業 県　単 補 助 金

所　　属 農林水産

法定受託事務

部 県産材活用 緑化・技術指導

県産原木しいたけ生産拡大事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

事務区分

[事業目的]

　しいたけ生産者の原木購入を支援し、ふくいの気候・風土・森林から生産される県産原木しいたけの生産規模の拡大と産地の育成を推進

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

平成 自 治 事 務

経過年数

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け 新しい方向をひらく農林水産業

［事業内容］

１　県内で伐採された原木を用いて新規生産、１割以上増産する生産者
　　　補助内容　定額　５０円/本
　

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 25年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移

Ⅲ

2,500 0.0%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 2,500 0.0%

決 算 額 の 推 移 0.0%

活動 県産原木の仕入本数 48,900 △ 1.1%

の推移 成果 原木しいたけ生産量の拡大（kg） 82.2% Ⅰ

事業効果 指標

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成25年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 2,500

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 2,500

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
原木しいたけ生産者への原木購入費用の補助により生産意欲が喚起され、増産しやすい環境が整い、安
定供給が確保されている。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

今後も、県民ニーズの高い原木しいたけの安定供給を図るため、原木しいたけ生産者への原木購入費用
の補助により生産体制の強化や生産拡大を促進していく。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他
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■
□ （ ）
□ （ ）

課

1 □ □ S46 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ ― 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 43 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

360 360 360 360

360 360 360 360

360 360 360 360

14 12 11 11

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

指標

[事業目的]

地域林業の中核的担い手である森林組合等の育成強化を図るため、県による条例検査の実施、生産森林組合の指導を実施するとととに、県森連の系統監査指導活動にかかる支援を行う。

１　県森連育成補助金
　　　森林組合等に対する監査指導強化のための経費の助成を行う。

[予算額および指標の推移等]

25年度

360

360

事      業      名

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数

国　庫

県　単

その他

〕　　　＝　　　〔

11 Ⅳ△ 5.7%

千　円

□

□

完　　了所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

休　　止

整理統合

見　直　し　額

□ □

□ 終期の見直し

そ の 他廃　　止

毎年実施している指導監査等により、健全な森林組合等の育成に寄与している。

森林組合の経営基盤は依然として脆弱であり、組合等の育成強化を図るため、今後とも積極的に県森連
による指導監査等の活動を強化していく。

計 画 の 達 成 状 況

指標

成果

■

特　記　事　項

森林組合に対する検査実施により、各組合の適正な運営が図られている。
森林組合の広域合併による組合数(検査対象)の減少

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

農林水産 県産材活用

事　業
開　始
年　度

森林組合等検査指導事業

結果分類

部

実行予算

補 助 金

そ の 他

コミュニティ林業・担い手

（単位：千円）

0.0%

0.0%

0.0%

 〕　／　整備目標

目標値、指標の積算根拠等

□拡　　充

継　　続 □

平均伸び率

評価に基

づく今後

の 対 応

指導監査森林組合数

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

の推移

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 360

24年度機構改革により森づくり課から県産材活用課へ予算持ち替え

含まれる事業数

財源内訳

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成25年度予算額

360

区　　　　　　分

活動

事業効果
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■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

2 □ ■ H14 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 12 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

3,563 1,329 2,336 1,610

2,563 329 2,336 1,610

2,563 293 2,336 1,603

21 12 16 9

12 11 11 11

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

今後とも地域林業の振興と適切な森林管理を図るため、森林組合の経営基盤強化に向けた支援を実施し
ていく。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
合併後協議会等で意見の調整を行い、平成22年度に合併が実施された。他ブロックにおいても協議が図ら
れ、平成27年度に向けてさらに合併推進を図っている。(H27予定：11組合→4組合)

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 364

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成25年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 364 24年度機構改革により森づくり課から県産材活用課へ予算持ち替え

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

指標

の推移 成果 合併後森林組合数 11 △ 2.1% Ⅲ

事業効果 指標

活動 合併協議会等開催数 13 △ 2.2% Ⅲ

364 △ 23.8%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 364 103.6%

決 算 額 の 推 移 192.4%

［事業内容］

１　森林管理体制等整備事業
　　　①入会林野整備指導事務費　②系統体制検討事業
２　広域組合等育成支援事業
　　　①森林管理情報整備事業

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 25年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移

[事業目的]

森林組合系統組織全体について、組織の合理化、事業運営の効率化を進めるとともに、森林組合等が地域の森林施業、経営を適切に実施できるよう森林管理体制の整備を推進する。

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

自 治 事 務

経過年数

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け 法定受託事務

部 県産材活用 コミュニティ林業・担い手

森林組合等経営基盤強化対策事業 含まれる事業数
事 業
区 分

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

県　単 補 助 金

所　　属 農林水産

国　庫 実行予算

事務区分

その他 そ の 他
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■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

6 ■ □ H8 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 18 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

27,960 34,020 21,599 18,211

25,421 19,927 15,525 15,369

14,638 18,018 14,650 13,577

13 6 5 6

64 70 65 63

457 424 415 393

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

国の「『緑の雇用』現場技能者育成対策事業」を活用できる認定事業体が増加したことから、「ふくいの森林
（もり）を支える担い手育成・定着事業」の拡充した。
　認定事業体の育成は進んでいるが、未だ山村の過疎化・高齢化とともに、林業労働力が減少し、林業生
産活動が低迷しているため、引き続き新規参入の促進・労働者の養成を図っていく。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
これまで、若年の新規就業者の技術習得ならびに雇用環境改善を支援し、林業労働者の若返りと確実な
定着が図られてきた。近年の景気不況により新規雇用の確保は依然として厳しい状況であり、今後も引き
続き事業体の雇用状況を把握しながら、林業に必要な知識・技能を持った現場技能者の確保・育成を図
る。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫 210

その他特定財源

一　般　財　源 17,348

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成25年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 17,558 15年度～　林業従事者確保育成基金への運営費助成を廃止
23年度～　ふくいの森林（もり）を支える担い手育成・定着事業（人材育成
　　　　　事業・現場技能者の定着促進事業）を創設
24年度機構改革により森づくり課から県産材活用課へ予算持ち替え

17年度～　新規就業者募集・定着促進事業（委託募集）の休止
22.3.31 　森林施業士資格取得・育成研修事業の廃止

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

指標 林業労働者数（森林組合） 365 △ 5.4% Ⅳ

の推移 成果 施業士定着数 △ 0.3% Ⅲ

事業効果 指標

活動 施業士養成数 △ 16.8% Ⅳ

20,826 △ 4.0%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 17,558 △ 7.6%

決 算 額 の 推 移 △ 1.0%

［事業内容］

１　森林整備支援センター推進事業                             ５　社会保険制度加入促進事業（委託）
　　　林業事業体指導の補助                          　　　　　　　 林業事業体に対し、社会保険制度の加入促進
２　ふくいの森林を支える担い手育成・定着事業 　　　　　　　　６　林業労働退職金共済費補助
　　　新規就労者を育成するための研修経費の助成等        　　　　   林業退職金共済制度掛け金への支援

　　　効率的な生産システム確立に必要なソフト経費を補助
４　林業従事者確保育成基金事業
　　　林業従事者の福祉の向上に関する事業相当額の補助

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 25年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移

[事業目的]

 林業労働力の確保育成を図るため、森林整備の中核をなす林業事業体の経営基盤強化と林業労働者の雇用環境の改善を柱に林業労働力政策を総合的に推進する。

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

平成 自 治 事 務

経過年数

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け 法定受託事務

部 県産材活用 コミュニティ林業・担い手

森林整備担い手確保育成総合対策事業 含まれる事業数
事 業
区 分

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

県　単 補 助 金

所　　属 農林水産

国　庫 実行予算

事務区分

その他 そ の 他
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ □ S47 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 42 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

9,598 6,978 4,805 4,186

2,762 4,578 3,341 3,225

2,665 3,265 2,843 1,926

223,534 265,753 232,247 157,644

34.4 48.3 61.1 42.8

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

林業の生産期間は他の一次産業と比較した場合に長期間を要し、林業者は経営資金の確保に苦慮してい
る。小規模林業者の資金借入手段としても、また森林組合の経営強化に必要な資金繰りの円滑化を図る
ためにも本資金は有効であり、今後とも資金需要を見極めながら、継続していく。 見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
平成２３年度にくらべ貸付実績額は減少しているが、実情に応じた貸付枠の設定により貸付率は増加して
おり、林業者の資金需要に応じた資金制度として、林業者および林業事業体の円滑な事業推進に寄与し
ている。 ■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 2,587

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成25年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 2,587 （貸付枠の変更）
15年度　1,271百万円→　741百万円
（資金メニューの見直し）
15年度　資金メニューの統合
24年度機構改革により森づくり課から県産材活用課へ予算持ち替え

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

指標

の推移 成果 貸付金(％) 12.3% 貸付金＝貸付実績／貸付枠 Ⅰ

事業効果 指標

活動 貸付実績(千円) △ 8.6% Ⅳ

3,705 △ 20.7%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 2,587 3.9%

決 算 額 の 推 移 △ 7.6%

［事業内容］

林業近代化資金
　　①保育資金（雪害対策、枝打ち、間伐）
　　②林産物生産資金（林産物生産の運転資金）
　　③林産物施設資金（林産物生産、流通等に必要な施設造成）
　　④森林組合経営安定化緊急促進資金（森林組合の経営の安定強化のための運転資金）

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 25年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移

[事業目的]

 林業者、森林組合等の林業生産の高度化を図り、経営合理化を推進するために必要な林業近代化資金の貸付を実施する県森連に対し、利子補給を行う。

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

平成 自 治 事 務

経過年数

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け 法定受託事務

部 県産材活用 コミュニティ林業・担い手

林業資金利子補給 含まれる事業数
事 業
区 分

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

県　単 補 助 金

所　　属 農林水産

国　庫 実行予算

事務区分

その他 そ の 他

－ 33 －
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■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

3 ■ ■ S51 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 38 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

1,062 1,062 1,062 1,062

1,062 1,062 1,062 989

1,062 1,062 1,062 916

46 40 36 41

380 380 346 324

38 52 52 42

1 0 0 0

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

林業労働災害の発生率は他産業と比較すると依然として高水準であり、憂慮すべき状況にあるため、今後
とも継続して労働安全衛生指導を強化していく。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
県内の労働災害発生件数が前年に比べ横ばいとなっているが、林業災害発生件数は、パトロールや研修
を行うことにより、対前年比81％にとどめることができた。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫 300

その他特定財源

一　般　財　源 689

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成25年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 989 24年度機構改革により森づくり課から県産材活用課へ予算持ち替え

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

指標 要2次検診者数 △ 100.0% Ⅳ

Ⅳ

の推移 成果 林業労働災害件数 5.9% Ⅰ

事業効果 指標 特殊検診受信者数 △ 5.1%

活動 巡回指導活動箇所数 △ 3.1% Ⅲ

1,062 0.0%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 989 △ 1.7%

決 算 額 の 推 移 △ 4.6%

［事業内容］

　１　労働安全衛生定着促進事業
　　　　蜂等被害予防と手当ての普及啓発
　２　労働安全衛生定着促進活道事業補助金
　　　　①安全衛生指導員による巡回指導
　　　　②安全衛生指導員に対する研修
　３　振動障害検診費補助金
　　　　第一次検診

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 25年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移

[事業目的]

　林業労働災害の発生率は全産業の中でも第一位ときわめて高く憂慮すべき状態である。
このため、林業作業に関する労働安全衛生推進体制整備、安全衛生指導、特殊検診を実施していくことで、林業労働災害の防止を図りたい。

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

平成 自 治 事 務

経過年数

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け 法定受託事務

部 県産材活用 コミュニティ林業・担い手

林業労働安全衛生定着促進事業 含まれる事業数
事 業
区 分

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

県　単 補 助 金

所　　属 農林水産

国　庫 実行予算

事務区分

その他 そ の 他

－ 34 －
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■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

3 □ ■ H24 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ 26 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 2 年 □

２1年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

1,537

1,537

1,537

12

51

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 農林水産部 部 県産材活用課

事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 「林・建」協働体制モデル事業 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

　建設業からの林業への新規参入を促進するため、研修会等の実施により、林業に参入しやすい環境づくりをするとともに、林と建が協働できるきっかけづくりを推進する。

［事業内容］

１　建設業新規参入支援事業
　　　建設業の新規参入促進のための研修会や意見交換会の開催
２　森林整備技術習得トレーニング事業
　　　建設業を対象とした路網作設・間伐等森林整備技術研修
３　森林整備実践事業
　　　建設業者による路網作設・間伐等森林整備事業の実践

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２５年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 4,344 182.6%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 4,344 182.6%

決 算 額 の 推 移

活動 森林整備技術研修の開催日数 22 83.3% 24年度：20日、25年度：40日 Ⅰ

事業効果 指標

の推移 成果 研修を受講した建設業者社員数 31 △ 39.2% 3.00% Ⅳ

指標

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

一　般　財　源 4,344

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成25年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 4,344

□

国　　　　　庫

その他特定財源

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減

そ の 他

終期の見直し
「林業」と「建設業」の協働体制の強化を図るための意見交換会や現地研修の開催により、森林整
備を相互に推進する体制強化が図られた。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

全県的に事業を展開し、森林整備実施体制強化を推進していく。

見　直　し　額 千　円

コミュニティ林業・担い手

□ 整理統合 □ 廃　　止 □

－ 35 －
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■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

1 ■ ■ H25 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ 27 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 1 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 農林水産 部（庁） 県産材活用 緑化・技術指導

事 業
区 分

国　庫 実行予算

新しい方向をひらく農林水産業 その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

元気な産業 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 豊かな森林・山村づくり推進事業 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

　山村地域の住民が地域ぐるみで協力して行う山林の保全管理や森林資源の利活用を推進し、山村における地域コミュニティの形成を目的とする。

［事業内容］

　活動組織が行う、地域環境保全活動や森林資源利用活動、森林空間利用活動を支援する。
　
　・県推進費
　　　　地域協議会の設立支援、市町に対する指導等
　・市町推進費
　　　　森林所有者と活動組織との協定締結の支援、活動組織に対する指導等

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

平成

区　　　　　　分 25年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 2,000

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 250

決 算 額 の 推 移

活動 活動組織数 25

事業効果 指標

の推移 成果

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成25年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 250

財源内訳

国　　　　　庫 250

その他特定財源

一　般　財　源

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　地域住民等による山林の保全活動や森林資源の利活用を図り、山村地域のコミュニティの形成を
図っていく。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

－ 36 －
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実
行
予
算

補
助
金

そ
の
他

自
治
事
務

法
定
受
託
事
務

 国庫
その他
特定
財源

 一般 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
拡
充

継
続

整
理
統
合

縮
減

休
止

廃
止

終
期
の
見
直
し

完
了

そ
の
他

見直し額

林業・木材産業改善資金貸付金 ○ S51 38 1 ○ 121,242 0 121,242 0 ○ ○ 0

運営費 ○ S51 38 1 ○ 601 0 601 0 ○ ○ ○ ○ 0

林業就業促進資金貸付金 ○ H9 17 1 ○ 9,153 0 9,153 0 ○ ○ 0

3 1 0 2 3 3 0 130,996 0 130,996 0 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0

平成25年度事務事業評価結果(課・室)総括表
会計区分 林業改善資金貸付金特別会計

課・室名 県産材活用課 （単位：千円）

事務区分

平成
25年度
予算額

 財源内訳

事            業           名
福井新々元気宣言
における位置付け

事業区分

事業
開始
年度

経過
年数

同一
カルテ
内に
含ま
れる
事業
数

活動指標1結果分類 活動指標2結果分類 成果指標1結果分類 成果指標2結果分類  評 価 に 基 づ く 今 後 の 対 応
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□
■ （ 林業改善資金 ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

1 □ □ S51 年度　〔 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 ■ ■ 38 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

60,000 76,546 87,454 109,928

68,528 78,997 97,473 115,998

2,500 0 0 11,000

2,500 0 0 11,000

92,275 79,357 60,900 53,445

1 0 0 1

0 0 0 0

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 農林水産部 部（庁） 県産材活用 コミュニティ林業・担い手

事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 林業・木材産業改善資金貸付金 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

　林業従事者および木材産業事業者に対し、林業・木材産業改善資金を貸付けることによって、林業経営・木材産業の改善、林業労働力に係る労働災害の防止、林業従事者の確保を図ることを目的とす
る。

［事業内容］

　林業・木材産業改善資金の貸付を行う
　１　貸付対象　　森林所有者、林業労働従事者、森林組合、森林組合連合会等
　　　　　　　　　木材製造業者、木材卸売業者、木材市場業者等
　２　資金使途　　①新たな林業部門、木材産業部門の経営の開始
　　　　　　　　　②林産物の新たな生産方式、販売方式の導入
　　　　　　　　　③林業労働に係る安全衛生施設の導入、林業労働力に従事する者の福利厚生施設の導入
　３　貸付条件　　無利子　１０年以内償還（据置３年以内）

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

　平成

区　　　　　　分 25年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 121,162 19.4％

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 121,242 15.5％

決 算 額 の 推 移

活動 貸付実績（千円）

事業効果 指標 貸付残高（千円） △ 16.5％ Ⅳ

の推移 成果 導入施設実績

指標 貸倒実績

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成25年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 121,242 Ｈ15～貸付対象に木材産業分野を追加
　　　　貸付方式に民間金融機関からの転貸方式も追加
　　　　資金メニューを廃止し、幅広い取組みに対する貸付を実施
H23～貸付方式を転貸方式に統一
24年度機構改革により森づくり課から県産材活用課へ予算持ち替え

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源 121,242

一　般　財　源

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
林業従事者等の経営改善、労働災害の防止、林業従事者の確保を図るための施設導入に必要な資金
の供給を実施することで、事業者の自主努力を助長し、事業目的の達成につながっている。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

林業従事者等が林業経営・木材産業経営の改善、林業労働に係る労働災害の防止、林業労働に従事
する者の確保を図るために必要な制度であり、今後とも利用促進を図り、継続していく。
貸付方式を転貸方式に統一し、借受者の財務状況等の十分な審査ならびに経営の健全性を保つこと
によって、資金の適切な債権管理が図られている。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

－ 37 －



別紙１

□
■ （ 林業改善資金 ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

1 □ ■ S51 年度　〔 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 ■ □ 38 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

865 505 606 724

212 260 241 319

210 102 146 319

21,717 12,918 18,457 18,455

21,717 12,918 18,457 18,455

100% 100% 100% 100%

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 農林水産部 部（庁） 県産材活用 コミュニティ林業・担い手

事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 運営費 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

　林業・木材産業改善資金貸付金の取扱事務費

［事業内容］

　１　県森連　　　　　資金貸付にかかる債権についての保全および回収に関する事務の委託
　２　民間金融機関　　県から資金の供給を受けて転貸を行う場合の取扱手数料支払い

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

　平成

区　　　　　　分 25年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 765 0.9％

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 601 34.0％

決 算 額 の 推 移 36.7％

活動 貸付金償還予定額 0.8％ Ⅱ

事業効果 指標 貸付金償還実績 0.8％ Ⅱ

の推移 成果 回収率 0.0％ Ⅱ

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成25年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 601 24年度機構改革により森づくり課から県産材活用課へ予算持ち替え

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源 601

一　般　財　源

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
林業・木材産業改善資金貸付金の円滑な貸付および償還手続きが図られている。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

今後とも、林業・木材産業改善資金貸付金の円滑な貸付および償還のため、本事業を実施していく。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

－ 38 －



別紙１

□
■ （ 林業改善資金 ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

1 ■ □ H9 年度　〔 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ ■ 17 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

4,765 7,990 11,625 5,110

4,765 7,990 11,625 5,110

0 0 0 0

4,860 0 0 0

0 0 0 0

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 農林水産部 部（庁） 県産材活用 コミュニティ林業・担い手

事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 林業就業促進資金貸付金 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

新規林業就業者および新規林業就業者の雇用事業者を対象として、就業研修資金、就業準備資金の貸付を行うことによって、林業への円滑な就業を促進する。

［事業内容］

資金の貸付を行う森林整備支援センターに対して、造成資金を無利子で供給する。

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

　平成

区　　　　　　分 25年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 9,153 34.1％

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 9,153 34.1％

決 算 額 の 推 移

活動 貸付実績 △ 100.0％ Ⅳ

事業効果 指標

の推移 成果 資金借入新規就業者

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成25年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 9,153 H23　適切な資金規模を検討し、貸付けに活用されないと見込まれる3,450千円を
県一般会計に納付
24年度機構改革により森づくり課から県産材活用課へ予算持ち替え

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源 9,153

一　般　財　源

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
平成９年に当資金制度が創設されて以降、新規就業者が就業するために必要な技術の習得や物品貸
与等への資金として活用され、就業定着が確実に図られている。しかしながら近年は、国の「緑の
雇用」研修制度の充実により、資金借り入れを希望する事業体が減少している。 ■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

林業労働力の減少、高齢化が続く中、将来の森林整備に必要な労働力を十分に確保していくため、
今後とも当該資金貸付によって新規就業者の円滑な就業を図っていく。また、資金需要見込額を把
握し、適切な資金規模により当制度を運用していく。 見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

－ 39 －


